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『日本の産業政策』 
242頁 

  • “ラーニングや技術開発が重要である産業においては市場の失敗がお
こりやすいことを考えれば、これらの産業に対する政府援助や政策的
介入は一概に否定できない。 

• 問題となるのは、1国だけが極端な政策的介入を行って、すでに確立し
ている他国の産業を押しのける場合、つまり、他国の利益を奪うことに
よって自国の利益を確保する場合である。 

• したがって、研究開発やラーニングに対する政策的介入に関する国際
的なルールづくりが必要であり、1国だけが有利な産業を独占すること

がないような国際間の水平分業、あるいは直接投資や産業協力による
生産拠点の国際的分散化などについての、国際的な合意の形成が望
まれる。” 
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『産業政策の経済分析』 
310 -311頁 
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